
２．修学上の情報等 

（１）教員組織、各教員が有する学位及び業績 

①組織図 

 



 

学校法人 八商学園 役員名簿 

 

選任条項 選任区分 定員 氏名 所属 就任年月日 

第 1 項第 1 号 中九州短期大学長 1 坂本 哲朗 中九州短期大学学長 R5.10.1 

第 2 号 秀岳館高等学校長  １ 中川 粹子 秀岳館高等学学校校長 R6.4.1 

第 3 号 

評議員のうちから評議

員会において選任した

者 

２ 

～ 

３ 

中川 靜也 秀岳館高等学校顧問 R6.4.1 

松木 喜一 松木産業(株) H8.1.20 

松岡 義成 松岡石油(株) H8.1.20 

第 4 号 

学識経験者のうちから

理事会において選任し

た者 

２ 

～ 

４ 

中川 逸男 中川外科医院 H1.2.28 

古田 利成 社会福祉法人 八代愛育会 H11.1.28 

松井 葵之 八代市立博物館 H26.6.25 

圓佛 祐三 (株)ライフステージ R2.5.27 

 

選任条項 定員 氏名 所属 就任年月日 

第 1 項 監事は、この法人の理事、評議

員又は評議員以外の者であって理事会

において選出した候補のうちから、評議

員会の同意を得て、理事長が選任する 

２ 

坂口 浩昭 坂口浩昭税理士事務所 H17.5.28 

冨田 壽人 
熊本県希少野生動植物調査員 

八代市理科教育支援員 
H25.5.28 

 

②教員紹介 

経営福祉学科 

幼児保育学科 

③専任教員の年齢構成 
 

 
     

区分 
年齢ごとの専任教員数 

70 以上 60～69 50～59 40～49 30～39 29 以下 平均年齢 

経営福祉学科 3 0 2 2 0 0 60.2 

幼児保育学科 1 2 3 0 2 0 53.8 

合計 4 2 5 2 2 0   56.8 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.nkjc.jp/files/libs/1091/202407111831188922.pdf
https://www.nkjc.jp/files/libs/1092/202407111837513560.pdf


教員紹介 
 

ﾌﾘｶﾞﾅ カワイケンジ 

氏  名 川井健次 

職名 特任教授 

学位 修士（法学・経営学）、法学研究科博士課程修了 

所属学科 経営福祉学科 

専門分野 法学、経営学 

主な担当科目 

 

法学、経営学 

主な研究業績、
職務上の実績、
社会活動等 

 

 

【研究業績】 

 

論文 

・「知的所有権と市場主義との関連について」平成22年3月 中九州短大論叢 

・「公益法人改革について」平成21年3月 中九州短大論叢 

・「公益法人改革に伴う新税制について」平成21年3月 中九州短大論叢  

 

 

 

【社会活動等】 

・八代市政治倫理審査会委員長 平成24年4月1日～現在に至る。 

・八代市総合計画策定審議会委員 平成24年4月1日～令和３年３月31日 

 八代市総合計画策定審議会会長 令和3年4月1日～現在に至る。 

・芦北町立保育所移管先法人選定委員会委員 平成25年4月1日～平成28年12

月31日 

・芦北町子ども・子育て会議会会長 平成26年2月1日～現在に至る。 

・社会福祉法人龍峰会理事 令和元年6月～令和3年3月31日 

・やつしろ・まち・ひと・しごと対策推進委員会委員 平成27年7月1日～令和3年

3月31日 

・八代市立白島ぎんが保育園民間移管先法人候補者選定委員会委員 平成31年

2月21日～令和元年6月26日。 

・八代市特別職報酬等審議会委員 令和3年1月18日～12月13日 

・やつしろ国際協会副会長 令和3年6月～現在に至る。 

・八代市行政不服審査会委員 令和4年4月1日～現在に至る。 

・八代市行政事務組合情報公開審査会委員 令和６年４月１日～現在に至る。 

  

 

 

 

【所属学会】 

 

 

 

 

 



 

ﾌﾘｶﾞﾅ サカモトテツロウ 

氏  名 坂本哲朗 

職名 学長・特任教授 

学位 学士(教育学) 

所属学科 経営福祉学科 

専門分野 教育学 

主な担当科目 

 

社会学概論、倫理学、心理学 

主な研究業績、
職務上の実績、
社会活動等 

【研究業績】 

 

論文 

・「五輪書の教育学的考察」教育論文（昭和48年1月、熊本大学教育学部教育学科） 

・「命を大切にする性に関する指導の在り方」研究紀要、研究主任（昭和62年11月、八代市立金

剛小学校） 

・「文部省教員海外派遣」調査テーマ「道徳性の育成の在り方」団員（平成2年6月、文部省） 

・「小学校学習活動における具体の評価基準」監修（平成17年3月、八代市教育委員会） 

・「学力向上やつしろプラン」共同作成（平成23年3月、八代市教育研究所） 

・「学力向上、不登校対策ハンドブック」共同作成（平成24年4月、八代市教育サポートセンター） 

・「子どもの健やかな育ちと学びをつなぐ、幼・保・小・中連携の在り方」共同研究（平成24年11 

月、八代市教育委員会）  

 

 

 

【社会活動等】 

 
・八代市総合計画策定審議会委員（平成18年‐平成19年） 

・「くう、ねる、あそぶ、そしてまなぶ」講演（平成22年8月、八代市ＰＴＡ研究大会） 

・「頑張りをほめて、やる気スイッチオン」講演（平成24年3月、八代市主催「学びフェスタ」）  

・「子どもの笑顔が未来を拓く」講演（平成24年5月、八代学校保健会） 

・「行きたい学校、帰りたい家、住みたい町」講演（平成25年5月、八代市民生委員、主任児童委

員研修会） 

・ 八代市教育基本計画策定委員会副委員長（平成24年5月） 

・「かっぱのoｈ！ちゃちゃ」コメンテーター（平成26年5月から、エフエムやつしろ） 

・熊本大学剣道部龍南会、副会長（平成27年4月から） 

・「フレーフレー．2020」講演（平成29年5月、八代ロータリークラブ） 

・熊本労災看護専門学校講師（平成30年4月から） 

・「だいじょうぶ」講話（平成31年1月、八代教育研究会小学校進路指導研究部会） 

・八代市教育委員会外部評価委員（令和元年8月から）  

・八代市国際交流協会設立準備委員会委員長（令和2年1月から） 
 

 

 



ﾌﾘｶﾞﾅ ササハラトシコ 

氏  名 篠原淑子 

職名 特任准教授 

学位  学士（看護学） 

所属学科 幼児保育学科 

専門分野 医療・看護 

主な担当科目 からだのしくみ、障がい理解、発達と老化の理解、認知症の理解 

主な研究業績、

職務上の実績、

社会活動等 

 

 

 

【研究業績】  

・「在日外国人妊産婦をケアしている医療従事者の現状と課題」 （平成19年 単

著） ―九州看護福祉大学  

・「看護学生の看護に対するイメージと就業意識」に関する調査 （平成23年 単

著） ―九州看護福祉大学大学院 

 

  

 

 

【社会活動等】 

・秀岳館高校 普通科保健福祉コース 非常勤講師 （平成19年） 

 

 

 

 



フリガナ クボヒデキ 

氏名 久保英樹 

職名 教授・学科長 

学位 修士(健康福祉学) 

所属学科 経営福祉学科 

専門分野 人間と社会領域 

主な担当科目 社会福祉概論、社会の理解、人間関係とコミュニケーション、介護総合演習、

介護実習 

 

主な研究業績、

職務上の実績、

社会活動等 

【研究業績】 

論文 

・外国人介護福祉士養成における課題 : 介護福祉士養成施設教員の認識に関

する調査から (2020年 3月共著)－介護福祉学 26(2) 

・介護現場における不適切なケアの現状と介護職員の認識(2020年 3月単著)-

福祉開発研究 3 

・認知症カフェの主観的目的達成度別における運営実態の比較(2021 年 10 月

共著)- 日本認知症予防学会誌 11(1) 

・介護福祉士としての専門性を高めるための教育方法の検討-コロナ禍で実施

した学内・学外実習の取り組みと学生の自己評価から-(2022年 4月 単著)

－福祉開発研究 5 

・高齢者相談支援機関におけるダブルケアの相談支援の現状と課題-高齢者相

談支援機関へのアンケート調査を通して-(2023年 12月共著) 生駒社会文

化研究 3 

・子育て支援におけるソーシャルワーク援用の意義と保育者養成の課題(2024

年 1月共著) 山陽社会科学研究 4 

・新型コロナウイルス感染症(COVID‑19)の発生と介護職員の業務負担-小規模

施設での COVID‑19 への対応から-(2024 年 3 月 共著)-中九州短期大学論

叢 46(1)  

・介護人材確保に向けた外国人介護人材の受入れの位置づけと課題-台湾の政

策との比較から(2024年 3月 共著)-中九州短期大学論叢 46(1) 

 

著書 

・福祉を拓：現代福祉の緒論(2021 年 6 月 共著)―NPO 法人かごしま福祉開発

研究所 

・福祉を拓 2：連携と協働(2019年 1月 共著)―NPO法人かごしま福祉開発研究

所 



 

・第 3版 21世紀の現代社会福祉用語辞典(2022年 2月)―株式会社学文堂 

・入門高齢者福祉(2023年 3月 分担執筆)―ミネルバ書房 

・社会福祉（プラクティス／保育・福祉のはじまり)(2024年 5月 分担執筆)―

ミネルバ書房 

 

【社会活動】 

・平成 29年 4月～現在 八代市介護保険事業計画等策定・評価審議会委員 

・平成 29 年 9 月～現在 有限会社神苑グループホーム神苑複合型サービス西

王母運営推進会議委員 

・平成 20年月～現在 八代市障がい者支援協議会委員 

【所属学会】 

・日本社会福祉学会  

・日本看護福祉学会 

・日本介護福祉学会 

・日本生活支援学会 



教員紹介 
 

ﾌﾘｶﾞﾅ ウノキ ヒロキ 

氏  名 宇野木 広樹 

職名 教授 

学位 博士（経済学） 

所属学科 経営福祉学科 

専門分野 ネットワーク形成ゲーム、経済成長理論 

 
 

主な担当科目 

総合政策論、経済学Ⅰ・Ⅱ、経済統計、国際経済論、中小企業論、データ分
析、ファイナンシャル・プランニングⅠ・Ⅱ 

 

 

 

 

 

 

 
主な研究業績、
職務上の実績、
社会活動等 

【研究業績】 

著書 

1. 『トリアーデ経済学3 マクロ経済学入門』, 日本評論社.（第5章、第6
章、第8章担当）（2015年） 

 

研究論文 

1.「α-サブモジュラー性を満たす利得関数の一考察」, 『熊本学園大学経済

論集』, 第25巻, 第1-4合併号, pp.109-132, 2019年, （単著、査読有）. 

2.“Externalities of Network Formation and Economic Growth”, 

“Applied Approaches to Societal Institutions and Economics”, pp.215-

226, 2017年，（共著）. 

3.「九州におけるリスク効率的ネットワーク」, 『中九州短期大学論叢』, 第

39巻, 第1・2合併号, pp.31-48, 2017年，（単著）. 

4.「ノード機能喪失対策費用投入ゲームとネットワーク形成ゲームに関する一

考察」, 『産業経営研究』, 第35号, pp.1-21, 2016年，（単著）. 

5.「ネットワーク形成ゲームの展開」, 『中九州短期大学論叢』, 第38巻, 第

1号, pp.16-33, 2015年，（単著）. 

6.「熊本県における女性の結婚・出産と就業の両立可能性に関する分析」, 

『熊本学園大学産業経営研究所調査研究報告』, pp.53-72, 2014年，（単

著）. 

7.「内生的ネットワーク分断リスクと戦略的ノード機能喪失対策費用投入ゲー

ム」, 『熊本学園大学経済論集』, 第18巻, 第3・4合併号, pp.27-51, 2012

年, （単著、査読有）. 

8.博士論文「ネットワーク形成ゲーム理論の展開と応用‐ネットワーク分断リ

スクと戦略的ネットワーク形成‐」, pp.1-115, 2009年，（単著）. 

9.「ネットワーク分断リスク下におけるネットワーク効率性・安定性」, 『熊

本学園大学経済論集』, 第13巻, 第3・4合併号, pp.97-122, 2007年, （単

著、査読有）. 

10. 「九州の最適ネットワークについて‐ネットワーク形成ゲーム理論による

自治体統合問題のモデリングとシミュレーション‐」, 『応用経済学研究』, 

第1巻, pp.73-88, 2007年, （共著、査読有）. 

 

 

【社会活動等】 

講演活動 

・令和2年度中九州短期大学公開講座 



「経済学で考える”多数決の欠陥”とより良い意見集約法」（オンデマンド配

信） 

・令和3年度熊本県民カレッジ「キャンパスパレア」 

「多数決の欠陥とは何か？より良い意見集約法を考える」（オンデマンド配
信） 

 

 

 



教員紹介 
 

ﾌﾘｶﾞﾅ ﾑﾗｶﾐﾕｷｵ 

氏  名 村上幸生 

職名 准教授 

学位 修士（教授システム学） 

所属学科 経営福祉学科 

専門分野 教育工学（教授学習支援システム・eラーニング・コンピュータリテラシー） 

主な担当科目 
コンピュータ概論・コンピュータリテラシー・プログラミング演習・色彩学・医療事務 

建築CAD・情報機器演習 

主な研究業績、
職務上の実績、
社会活動等 

【研究業績】 

著書 

・『はじけよう！Excel 2007 IT実務編』（単著）2010年7月 柚菊桜舎 

・『はじけよう！Word 2007 IT基礎編』（単著）2010年7月 柚菊桜舎 

・『はじけよう！Word 2007 IT実務編』（単著）2010年7月 柚菊桜舎 

・『はじけよう！Excel 2007 IT基礎編』（単著）2010年7月 柚菊桜舎 

・『はじけよう！PowerPoint 2007』（単著）2010年10月 柚菊桜舎 

・『はじけよう！Excel 2007 IT実務編 改訂版』（単著）2010年10月 柚菊桜舎 

・『はじけよう！Word 2010 IT実務編』（単著）2011年5月 柚菊桜舎 

・『はじけよう！Excel 2010 IT実務編』（単著）2011年6月 柚菊桜舎 

論文 

・『Basic LTIに準拠した学習支援ツールの開発』（共著）2012年5月 情報処理 

学会研究報告「教育学習支援情報システム（CLE）」Vol.2012-CLE-007 

・『LMSとの連携を実現するためのLTI準拠学習支援ツールの実装例と実装方法』
（共著）2012年11月 情報処理学会研究報告「教育学習支援情報システム
（CLE）」Vol.2012-CLE-008 
・『LMS(学習管理システム)を活用したコロナ禍における就職指導』 

（単著）2022年11月 秘書サービス接遇教育学会学会誌「研究集録」 

第47巻28号 P.6～P.13 （査読付） 

・『LMS(学習管理システム)を活用したブレンド型学習の試み―医療事務技能審

査試験対策として― 

（単著）2024年3月 日本医療秘書実務学会学会誌「医療秘書実務論集」第 

14号 P.1～P.6 （査読付） 
【社会活動等】 

・山口県職業能力開発協会試験委員 2000年4月～2013年1月 

・マイクロソフトオフィススペシャリスト試験官 2006年8月～2015年5月 2020年
４月～現在 

・サーティファイWeb利用・技術認定委員会試験担当者 2012年6月～2013年1月 

・ITパスポート試験監督者 2012年2月～2013年1月 

【所属学会】 

・日本教育工学会 

・秘書サービス接遇教育学会 

・日本ビジネス心理学会 

・日本医療秘書実務学会 

・日本教師学学会 

【受賞歴】 

・2013年度情報処理学会山下記念研究賞受賞（2014年3月） 

 



教員紹介 
 

ﾌﾘｶﾞﾅ ハシモトアキラ 

氏  名 橋本晃 

職名 准教授 

学位 修士(社会福祉学) 

所属学科 経営福祉学科 

専門分野 高齢者福祉、災害福祉 

 
 

主な担当科目 

生活支援技術、介護総合演習、介護の基本、介護実習、ライフプランニング、介護過
程 

 

 

 

 

 

 

 
主な研究業績、
職務上の実績、
社会活動等 

【論文】 

・「介護老人福祉施設におけるリスク意識と職員間の異同」 (令和4年2月 単著)：中九

州短期大学論叢４４₋1 

 

【職務上の実績】 

・介護職員初任者研修講師(平成19年4月～平成２3年7月) 

・介護福祉士実習指導者(平成23年4月～平成27年7月) 

・介護福祉士実務者研修講師(平成29年8月～令和3年3月) 

・大原保育医療福祉専門学校専任講師（平成28年1月～令和3年3月） 

 

【社会活動等】 

・介護の仕事体験「グランメッセ熊本仕事体験2017」（平成29年12月） 

・介護の日のイベントへの学生引率及び参加(平成31年11月～令和元年11月) 

・一般社団法人大学コンソーシアム熊本「進学ガイダンスセミナー2021オンライン」講

義（令和3年8月） 

・中九州短期大学公開講座講師（令和3年11月） 

・熊本県社会福祉協議会主催福祉人材採用向上セミナー講師（令和3年11月） 

・介護福祉・社会福祉・カウンセラーの仕事ガイダンス講師（令和3年12月） 

・くまもと県民カレッジ「キャンパスパレア」（令和5年8月） 

・中九州短期大学公開講座講師（令和5年11月） 

・第14回熊本県高校生介護技術コンテスト兼第11回九州地区高校生介護技術コンテ

スト熊本県代表選考会審査委員（令和6年3月） 

 

【所属学会】 

・日本介護福祉学会 

・日本介護学会 

・日本社会福祉学会 

・日本老年社会科学会 

 

 

 



④職階別教員数 

 

区分 
職階ごとの専任教員数 

兼任 計 
教授 准教授 講師 助教 助手 

経営福祉学科 4 3 0 0 0 12 19 

幼児保育学科 3 3 2 0 0 17 25 

合計 7 6 2 0 0 29 44 

 

⑤専任教員と非常勤講師の比率 

 

区分 専任教員数 非常勤講師 合計 

経営福祉学科 
人数 7 人数 12 人数 19 

比率 37% 比率 63% 比率 100% 

幼児保育学科 
人数 8 人数 17 人数 25 

比率 32% 比率 68% 比率 100% 

合計 
人数 15 人数 29 人数 44 

比率 34% 比率 66% 比率 100% 

 

（２）入学者に関する受入方針及び学生の状況 

① アドミッションポリシー（入学生受入方針）  

本学では、建学の精神である「師弟の和熟による人間形成」を実現するために、人間教育を

基礎とした個人の持つ可能性の探求と地域社会・文化・産業の発展に向けた有為の人材の育成

を目指しています。そのため、次のような人材を求めています。 

 

 経営福祉学科  

 急激な高齢化や高度情報通信化などの社会の変化に対応できる、広い視野と的確な判断

力を備えた積極的で意欲のある人材。 

 幼児保育学科 

将来、保育所・幼稚園・社会福祉施設などで活躍したいと考え、保育士資格や幼稚園教

諭二種免許の取得を目指す人。 

 

 

 

 

 

 



 

 

② 入学者数の推移、在学者数、収容定員充足率 

  区分 令和元年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度 令和 5 年度 

経営福祉学科 

入学定員 50 50 50 50 50 

入学者数 30 47 35 21 25 

入学定員充足率 60％ 94％ 70％ 42％ 50％ 

収容定員 100 100 100 100 100 

在籍者数 77 79 76 51 48 

収容定員充足率 77％ 79％ 76％ 51％ 48％ 

幼児保育学科 

入学定員 80 80 50 50 50 

入学者数 58 47 38 44 34 

入学定員充足率 73％ 59％ 76％ 88％ 68％ 

収容定員 160 160 130 100 100 

在籍者数 114 105 82 82 75 

収容定員充足率 71％ 66％ 63％ 82％ 75％ 

合計 

入学定員 130 130 100 100 100 

入学者数 88 94 73 65 59 

入学定員充足率 68％ 72％ 73％ 65％ 59％ 

収容定員 260 260 230 200 200 

在籍者数 191 184 158 133 123 

収容定員充足率 73％ 71％ 69％ 67％ 61％ 

 

③ 学位授与数（卒業者数）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 H31年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 

経営福祉学科 43 31 38 25 19 

幼児保育学科 50 55 40 34 40 



④ 資格取得者数 

区分   H31 年度 R2 年度 R3 年度 R4 年度 R5 年度 

経営福祉

学科 

介護職員初任者研修 1 0 3 3 0 

介護福祉士 11 11 17 5 8 

福祉用具専門相談員 20 14 24 24 12 

幼児保育

学科 

保育士 50 49 38 38 33 

幼稚園教諭二種免許 42 44 35 35 21 

初級ｽﾎﾟｰﾂ指導員 1 5 2 2 1 

ﾋﾟｱﾍﾙﾊﾟｰ 10 11 7 7 2 

 

⑤ 卒業後の進路（進学及び就職状況）令和 5 年度進路状況一覧表  

令和 6年 3月 31日現在 

 

 

 

　 男 女 計 男 女 計 男 女 計

a 卒業者数 9 31 40 10 9 19 19 40 59

b 就職希望者数 6 27 33 6 8 14 12 35 47

c 就職内定者数 6 27 33 6 8 14 12 35 47

就職内定率 (c/b) 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100%

d 四年制大学希望者数 2 1 3 0 2 0 2 3 5

e 四年制大学合格者数 2 1 3 0 2 0 2 3 5

f  専攻科希望者数 0 0 0 0 0 0 0 0 0

g 専攻科合格者数 0 0 0 0 0 0 0 0 0

h 専門学校等希望者数 0 0 0 0 0 0 0 0 0

i 専門学校等合格者数 0 0 0 0 0 0 0 0 0

j 研　究　生 0 0 0 0 0 0 0 0 0

k 科目等履修生 0 0 0 0 0 0 0 0 0
 Ｉ一時的な仕事に就いたもの
（アルバイト・パート・契約社員等）

0 0 0 0 0 0 0 0 0

m 就職未決定者 1 4 5 4 0 4 5 4 9
ｎ進学・就職以外の者
（家事手伝い等）

0 0 0 0 0 0 0 0 0

o 進路希望者数 (b+d+f+h+j+k+l) 8 28 36 6 10 14 14 38 52

p 進路決定者数 (c+e+g+i+ j+k+l) 8 28 36 6 10 14 14 38 52

進路決定率 (p/o) 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100%

経営福祉学科 幼児保育学科 合　　計



⑥  前年度の全学生数に対する退学（除籍含む）の人数と割合（中退率） 

 

区分 H30年度 H31年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 

経営福祉学科 
人数 7 2 6 5 3 7 

割合 10％ 1％ 3％ 3% 5% 14% 

幼児保育学科 
人数 11 6 6 4 6 4 

割合 8％ 3％ 3％ 2% 7% 5% 

 

⑦ 留年者数 

 

区分 H30年度 H31年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 

経営福祉学科 1 1 2 0 1 4 

幼児保育学科 2 4 2 1 3 1 

 

 

⑧ 社会人学生数 

 

区分 H30年度 H31年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 

経営福祉学科 4 3 3 4 2 0 

（依託学生） (1) (0) (1) (3) (2) (0) 

幼児保育学科 2 4 5 8 10 9 

（依託学生） (0) (3) (3) (7) (10) (8) 

 

 

⑨留学生数 

 

区分 H30年度 H31年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 

経営福祉学科 8 6 13 11 13 16 

幼児保育学科 0 0 0 0 0 0 

 

 

⑩進学者数 

 

 

 

 

区分 H30年度 H31年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 

経営福祉学科 2 6 6 5 5 2 

幼児保育学科 1 2 2 1 3 1 



 

（３）授業科目、授業の情報及び内容並びに年間の授業計画 

①カリキュラムポリシー 

  経営福祉学科  

ａ）生き抜く力を涵養するため、少人数ゼミ制の科目を設け、学生が自ら考える態度を養

えるようにしている。 

ｂ）基礎学力を重視し、幅広い教養を身につけるための科目を設けている。 

ｃ）十分な専門知識や技術を習得し、活用する力を身につけるため、実学を重視した実践

教育に力を入れている。 

ｄ）地域社会に貢献できる人材に育つよう、授業の一環として地域交流を行っている。 

   幼児保育学科 

ａ）保育者としての専門性を身につけるため、少人数制を取り入れ、実践を重視したカリ

キュラム編成にしている。 

ｂ）社会的常識や幅広い教養を身につけるため、多彩な外部講師を招いている。 

ｃ）生活の香りのする保育者を育てるため、八代の地域性を活かした地域交流を行ってい

る。 

 

 

 

②令和 6 年度学年暦  

  

 ③シラバス    

 

 

 

 

 

（４）学習の成果に係る評価及び卒業または修了の認定に当たっての基準 

① 授業科目一覧表（必修・選択・自由科目別の必要単位修得数） 

② 取得可能学位 

  本学を卒業した者には、短期大学士（経営福祉学科は経営福祉学、幼児保育学科は幼児保育

学）の学位が授与される。 

 

 

 

 

 

 

経営福祉学科（介護福祉士コース） 

      （国際ビジネスコース） 

1 年 2 年 

幼児保育学科 1 年 2 年 

https://www.nkjc.jp/files/libs/1089/202407111816125626.pdf
https://www.nkjc.jp/files/libs/1093/20240712181812146.pdf
https://www.nkjc.jp/files/libs/1094/202407121819431236.pdf
https://www.nkjc.jp/files/libs/1095/202407121821068031.pdf


経営福祉学科（平成 19 年度入学生より） 

 

学科 学位に付記する専攻分野の名称 

経営福祉学科 

（Department of Management and 

Welfare） 

経営福祉学 

（Associate of Management and Welfare） 

 

幼児保育学科（平成 17 年度入学生より） 

 

学科 学位に付記する専攻分野の名称 

幼児保育学科 

（Department of Early Childhood Care and 

Education） 

幼児保育学 

（Associate of Early Childhood Care and 

Education） 

 

（５）学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援 

 ①学内の学生支援組織 

  学習支援センター 

  就職支援センター 

 

 ②奨学金に関する情報 

外部奨学金の紹介について 

経済的理由のために修学困難な学生を対象に奨学金の紹介を行っている。 

 

 

◎日本学生支援機構奨学金 

・給付奨学金（修学支援新制度） 

  支給対象者本人及びその生計維持者（両親など）について次の基準式に基づき算定された

基準額を合算した額に応じて、以下のⅠ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳの採用区分により支援を受けることが

出来る。 

  ※基準額＝市町村民税の所得割の課税標準額×6％－（調整控除額＋税調整額） 

  Ⅰ 基準額の合算額が 100 円未満の場合は、自宅通学生には月額 38,300 円、自宅外通学

生には月額 75,800 円を支給。 

  Ⅱ 基準額の合算額が 100 円以上 25,600 円未満の場合は、自宅通学生には 25,600 円、

自宅外通学生には月額 50,600 円を支給。 

  Ⅲ 基準額の合算額が25,600円以上51,300円未満の場合は、自宅通学生には月額12,800

円、自宅外通学生には月額 25,300 円を支給。 

  

https://www.nkjc.jp/pages/80/
https://www.nkjc.jp/pages/81/


 Ⅳ 基準額の合算額が 51,300 円以上 154,500 円未満の場合は、自宅通学生には月額 9,600

円、自宅外通学生には月額 19,000 円を支給。ただし多子世帯に限る。 

  また、給付奨学金の採用区分に応じた入学金及び授業料の減免を受けられる。 

 

・貸与奨学金 

第一種奨学金（無利子）…四月受付 

月額 20,000 円～上限 53,000 円(自宅外上限 60,000 円)。 

第二種奨学金（有利子）…四月、十月受付 

月額 20,000 円～120,000 円から選択（10,000 円刻み）。 

緊急奨学金…家計急変等の事由がある場合に限り随時 

条件は第一種奨学金に順ずる。 

応急奨学金…家計急変等の事由がある場合に限り随時 

条件は第二種奨学金に順ずる。 

◎壽崎育英財団奨学金（給付）…四月受付 

月額 10,000 円の一年間給付。主たる生計維持者が九州内在住。又は留学生。 

◎鶴友奨学会奨学金（給付）…四月受付 

月額 30,000 円の一年間給付。申請者ならびに主たる生計維持者が熊本県内在住。 

◎その他 

あしなが育英会、交通遺児育英会などの奨学金のほか介護福祉士修学資金、保育士修学資

金などの貸付の紹介も行っている。 

 

（６）教育上の目的に応じ学生が修得すべき知識及び能力に関する情報 

 ①ディプロマポリシー 

経営福祉学科 

ａ）多様化した社会での「生活力」の涵養。 

ｂ）基礎学力の重視と補習授業の徹底。 

ｃ）実学に重点を置いた実践教育。 

ｄ）地域社会との交流の促進。 

 

幼児保育学科 

ａ）理論と実践の融合を図り、保育者としての専門性を自覚すること。 

ｂ）社会的な常識や、幅広い教養を身につけること。 

ｃ）時代にあった生活感をみにつけること。 

 

 ②履修モデル 履修の規則及び履修方法   

  経営福祉学科 

 介護福祉士コースと国際・ビジネスコースの２つのコースがある。介護福祉士コースは、資

格取得のためほぼすべての科目が資格必修科目となっている。次に国際・ビジネスコースは、



会計を中心に学び会計スキルの修得を目指す履修モデル、情報技術を中心に学び情報処理技

術者を目指す履修モデル、四年制大学への編入を目指す履修モデルを用意している。 

 

幼児保育学科 

 幼児保育学科も経営福祉学科の介護福祉士コース同様に、ほとんどの科目が資格必修科目

となっている。また、幼児保育学科には 2 つのコースがあり、保育実践力を身につける保育総

合コースの履修モデルと、様々な形の心理を学ぶこども心理コースの履修モデルを用意して

いる。 

 

③主要科目の特徴 

 

  経営福祉学科 

ライフプランニングⅠ 

ワークやディスカッション等を通して、将来より良い人生を送るための生き方や

社会との関わり方等を自ら考え構築する。 

  

ライフプランニングⅡ 

自分らしい生き方を実現するためのキャリアプランニングを行う。卒業後の進路

についてはもちろんのこと、人としての生き方にとって必要な行動目標を明確に

していく。 

       

地域福祉論 

地域包括ケアシステムの重要性が提起される中で、本学では介護福祉士取得にむ

けた養成カリキュラム以外に地域福祉論を設けている。地域福祉論では、地域社会

の理解をはじめ、人々が要介護状態になっても地域で安心したくらしを営める社

会の実現に向け、地域福祉の基本的考え方をはじめ、多様な地域における社会資源

の理解や各専門職の役割の理解等について学修をおこなう。 

    

医療的ケア演習 

喀痰吸引や経管栄養に必要な人体構造や機能などを学び、最新のモデルを使っ

て、口腔、鼻腔、気管カニューレ内部からの吸引を各５回以上実施する。更に、胃

ろうや経鼻経管栄養も各５回以上実施することにより、医療的ケアを安全に適切

に行う為の基礎的知識と実施手順の修得を目指す。 

 

 

 

 



 

 

 

幼児保育学科 

  基礎ゼミ（１年生） 

「基礎ゼミ」は、保育者にとって必要な素養を身につけることを目標としていま

す。具体的には、「保育用語・文章講座」として、基礎的な文章表現を学んだり、

「ボランティア講座」として、地域の清掃活動や点字・手話の体験学習を行ったり

しています。受講者は、上記のような演習を通して、保育者としての素質を磨いて

いくこととなります。 

  

   キャリアスタディ（２年生） 

「キャリアスタディ」は、1 年次「基礎ゼミ」の内容を拡充し、保育者としての

将来像を明確化することを目的としています。例えば、「就職ガイダンス」として、

就職先の探し方や求人票の見方についての講話を受けたり、「就職サポート講座」

として、履歴書の書き方や面接の受け方を学んだりしています。受講者は、上記の

ような演習を通して、自らの将来像を明確にし、就職活動に向けての意識を高めて

いきます。 

 

 

 ④科目ごとの目標 

  シラバスを参照してください。 

 

（７）国際交流・社会貢献等の概要 

 ①協定相手校 

  王立プノンペン大学（カンボジア） 

  N―TECH インターナショナルテクノロジーカレッジ（タイ） 

 

 

② 社会貢献活動 

   

③ 大学間連携・高大連携   

高大連携事業      

 地域の高等学校定時制との連携教育で、協定を締結し、希望者を科目等履修生として受け入れ単位取得 

が可能となる。さらに本学に進学した際には、既修得科目は単位認定する。 

 

      

http://www.nkjc.ac.jp/h26/shakai.pdf


【受け入れ状況】      

 ◆八代東高等学校定時制（平成 21 年 2月：協定締結）    

  平成 21年 4 月～平成 22 年 3 月迄受入れ（八代東高等学校定時制と八代工業高等学校定時制 

統合のため） 

対象者学年 平成 21 年度 平成 22 年度 平成 23 年度   

2 年次 0 4 0   

3 年次 4 0 5   

合計 4 4 5   

    
 

 
 

 ◆八代工業高等学校定時制（平成 23 年 2 月：協定締結）    

   平成 23 年 4 月より受入れ 

対象者学年 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度 令和 5 年度 

2 年次 0 0 0 0 

3 年次 0 0 0 0 

合計 0 0 0 0 
 

 

大学間連携 

  大学コンソーシアム熊本 

熊本県内にある大学・高専等（14 校）が協力して、地域社会の教育・文化の向上・発展に

貢献し、熊本の教育環境の向上に寄与することを目的としています。 

  

④産官学連携 

  現在のところありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://www.consortium-kumamoto.jp/
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令和５年度 事業報告書の概要 
 

１．法人の概要 
 

○法人名 

八商学園 

 

○設置する学校・学部・学科等 

（１）中九州短期大学 

Ａ 経営福祉学科 

①  国際・ビジネスコース    ② 介護福祉士コース 

Ｂ 幼児保育学科 

 

（２）秀岳館高等学校 

Ａ 普通科 

① 特進コース         ② 進学コース 

③ 保健福祉コース       ④ 総合コース 

Ｂ 商業科 

①ＩＴコース           ② トータルデザインコース 

Ｃ 建設工業化 

①  テクニカルデザインコース  ② インテリアクラフトコース 

 

○学部・学科等の入学定員・学生数の状況 

 

（１）中九州短期大学 

学科 入学定員 収容定員 
在籍数 

(令和年 4年 5月 1 日現

在) 

在籍数 
(令和 5年 5 月 1日現在) 

経営福祉 ５０人 １００人 ５１人 ４８人 

幼児保育 ５０人  １００人 ８２人 ７５人 

計 １００人 ２００人 １３３人 １２３人 

（２）秀岳館高等学校 

学科 入学定員 収容定員 在籍数 
(令和 4年 5 月 1日現在) 

在籍数 
(令和 5年 5 月 1日現在) 

普  通 ２４０人 ７２０人 ７５４人 ５９７人 

商  業 ６０人 １８０人 １２５人 １１９人 

建設工業 １００人 ３００人 １３５人 １０３人 

計 ４００人 １,２００人 １,０１４人 ８１９人 

  総在籍数 １，１４７人 ９４２人 

 



○役員・教職員の概要（令和 5年 5月 30日現在） 

 

（１）役員（理事） 

役 員 数 

理 
 

事 

選 任 区 分 定数 現員 

監 
 

事 

選任区分 定数 現員 

寄付行為第 6 条第 1 項

第 1 号・2 号 
1 1 

寄付行為第７条第１項 

 

2 2 

3 号 2～3 2 

4 号 2～4 4 

計 5～8 7 

 

（２）評議員 
評 議 員 数 

選 任 区 分 定員 現員 

寄付行為第 24 条第 1 項第 1 号 5～7 7 

2 号 2～4 2 

3・4 号 1 1 

5 号 7～10 8 

計 15～22 18 

 

（３）教員 

 

中九州短期大学 

区分 
専   任 

非常勤 計 
教授 准教授 講師 助教 計 

経営福祉学科 4 2 3  0 8 14 22 

幼児保育学科 4 2 3 0 9 14 23 

計 7 6 2 0 17 28 45 

 

 

秀岳館高等学校 
 専   任 

非常勤 計 
校長 副校長 教頭 教諭 講師 助手 計 

1 1 2 20 35 5 62 15  77 

 

 

 

 

 



（４）職員 

 

 常勤職員 非常勤職員 合計 

中九州短期大学 9 0 9 

秀岳館高等学校 25 0 25 

合計 34 0 34 

 

２．事業の概要 

 

○中九州短期大学 

 

教育環境の充実 

・教室の照明をＬＥＤ照明に取り換え、資源エネルギーの削減に努め、明るくて快適

な教育環境の充実を図りました。（５ヵ年計画） 

・図書館利用者の増加で既存のロッカーが足りない状況を改善するため、ロッカーを

増設しました。 

・図書館の視聴覚設備等の入れ替えを行い、利用しやすい環境整備を行いました。 

・教育用備品等の入れ替えを行い、教育の充実を図りました。 

・教室の机、椅子の入れ替えを行い、教育環境の充実を図りました。 

・トイレの改修を行いました。 

 

学生生活のサポート 

・学生食堂の環境美化及び備品設置に努め、快適に利用できる居場所になるよう整備

しました。 

 

施設設備の補修等 

・平成２６年度に建物の耐震診断を実施し、平成２７年度には耐震補強工事・改築工

事を要する箇所の構造計算設計業務委託を行いました。 

・平成２９年６月より耐震補強工事・改築工事を開始し、１１月３０日に工事が終了

しました。 

 ※中九州短期大学の耐震化率は１００％を達成しました。 

・令和２年３月に図書館のエアコンを新しく入れ替えました。 

 

女子寮の整備 

・ＩＨ調理器具等の増設を行い、快適な寮生活が送れるようにしました。 

 

 

 

 

 



○秀岳館高等学校 

 

教育活動 

・アメリカ・オーストラリアより教育視察団来校。生徒と教育視察団の交流を図りま

した。 

 

施設設備の補修 

・平成２８年度熊本地震で被災したサッカーグラウンドの改修工事を行い、平成２９

年７月完成しました。 

・平成３０年３月に木造４階建校舎新築及び女子寮新築しました。 

・令和５年６月に建設工業科実習棟が完成しました。 


